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アジアの小売業として初めてＧＳＳＩに参画 
持続可能な水産物の流通拡大に貢献します 

 

 

イオンは、持続可能な水産物の普及に向けて取り組む機関である「世界水産物持続   

可能性イニシアチブ（ＧＳＳＩ：The Global Sustainable Seafood Initiative）」※１に     

アジアの小売業として初めて参画しました。 

ＧＳＳＩは、各国の漁業者、水産関連企業や非政府組織などが参加し、現在世界中に  

多数存在する水産物に関する認証について、ＦＡＯ（国連食糧農業機関）等のガイド   

ラインに基づき審査・認定することで、各認証制度の信頼性の担保、改善に取り組んで  

います。 
 

イオンは、２０１４年に策定した「イオン水産物調達方針」、さらに本年４月に策定   

した「イオン持続可能な調達方針」および「２０２０年目標」に基づき、水産物について

はＧＳＳＩをベースとした認証基準の商品やＭＳＣ※２、ＡＳＣ※３認証商品の積極的な販売

に取り組んでいます。このたびのＧＳＳＩへの参画により、メンバーとしてその目的達成

に寄与するとともに、日本・アジア特有の魚種の持続可能性の確保に向けた情報発信、  

さらには、漁業者をはじめとする多様なステークホルダーとの連携により、持続可能な  

水産物の流通拡大につとめます。 
 
 

【イオン持続可能な調達方針・２０２０年目標】 

水産物に関する方針・目標 

＜方針＞ 

資源の枯渇防止と生物多様性保全の観点から、定期的にリスク評価を行います。 

また、リスク低減のために、実行可能な対策を検討し、持続可能な水産物の調達に

努めます。 

 ＜２０２０年目標＞ 

・イオン株式会社連結対象の総合スーパー、スーパーマーケット企業で、ＭＳＣ、    

ＡＳＣの流通・加工認証（ＣｏＣ)の１００％取得をめざす。 

・主要な全魚種で、持続可能な裏付けのあるプライベートブランドを提供する。 

 
※１ ＧＳＳＩ： 各国の生産者、水産関連企業、ＮＧＯ、専門家、政府、ＦＡＯ（国連食糧農業機関）などが参加     

する、持続可能な水産物の普及のための国際パートナーシップのプラットフォームです。認証水産物の供給と  

販売促進における信頼性の担保、及び水産物認証制度の改善促進を目的とし、ＦＡＯの「水産物エコラベルの  

ためのガイドライン」等を満たす水産物の認証スキーム（エコラベル）を公的に認定するグローバル・ベンチ   

マーク・ツールを有します。 

※２ ＭＳＣ（Marine Stewardship Council）：海洋管理協議会 

持続可能で社会的に責任ある方法で漁獲された天然水産物の認証制度を運営 

※３ ＡＳＣ（Aquaculture Stewardship Council）：水産養殖管理協議会 

   環境や社会に配慮した養殖場で生産された水産物の認証制度を運営 

以上 

 

 



 

ご参考 

【イオン持続可能な調達方針・２０２０年目標】 

対象 イオン持続可能な調達方針 持続可能な調達２０２０年目標 

農産物 

自然・生態系・社会と調和のとれた  

持続可能な農産物の調達に努めます。

自らも野菜を栽培することで安全で  

おいしい野菜を提供し、安心してくらせ

る食の未来の創造に貢献します。 

・プライベートブランドは、ＧＦＳＩ※１ベース

の適正農業規範（ＧＡＰ）管理の１００％

実施をめざす 

・オーガニック農産物売上構成比５％を

めざす 

畜産物 

自然・生態系・社会と調和のとれた  

持続可能な畜産物の調達に努めます。

自らも牛肉を生産することで安全で  

おいしい牛肉を提供し、安心してくらせ

る食の未来の創造に貢献します。 

・プライベートブランドは、ＧＦＳＩベースの 

食品安全マネジメントシステム（ＦＳＭＳ）

または、適正農業規範（ＧＡＰ）による  

管理の１００％実施をめざす 

水産物 

資源の枯渇防止と生物多様性保全の

観点から、定期的にリスク評価を行い

ます。また、リスク低減のために、実行

可能な対策を検討し、持続可能な水産

物の調達に努めます。 

・イオン（株）連結対象の総合スーパー、 

スーパーマーケット企業で、MSC※２、 

ASC ※ ３の流通・加工認証 （ CoC)の    

１００％取得をめざす 

・主要な全魚種で、持続可能な裏付けの

あるプライベートブランドを提供する 

紙・パル

プ・木材 

適切に管理された森から生産された 

木材やパルプを商品の原材料や店舗

の資材に活用し、森林破壊の防止に 

努めます。 

・主要なカテゴリーのプライベートブランド

について、持続可能な認証（FSC® ※４  

認証等）原料の１００％利用をめざす 

パーム油 

商品の原材料として使われるパーム油

について、森林破壊の防止及び生物 

多様性に配慮した調達に努めます。 

・プライベートブランドは、持続可能な  

認証（RSPO※５等）原料の１００％利用を

めざす 

 

※１ ＧＦＳＩ（Global Food Safety Initiative）：世界食品安全イニシアチブ 

   グローバルに展開する小売業、食品メーカーで構成するＴＣＧＦ（The Consumer Goods Forum）

傘下の食品安全の推進団体。食品安全規格の認定も実施 

※２ ＭＳＣ（Marine Stewardship Council）：海洋管理協議会 

持続可能で社会的に責任ある方法で漁獲された天然水産物の認証制度を運営 

※３ ＡＳＣ（Aquaculture Stewardship Council）：水産養殖管理協議会 

    環境や社会に配慮した養殖場で生産された水産物の認証制度を運営 

※４ ＦＳＣ®（Forest Stewardship Council）：森林管理協議会 

   管理や伐採が、環境や地域社会に配慮して行なわれている森林の認証制度を運営 

※５ ＲＳＰＯ（Roundtable on Sustainable Palm Oil）：持続可能なパーム油のための円卓会議 

世界的に信頼される認証基準の策定とステークホルダー（関係者）の参加を 通じ、持続可能な

パーム油の生産と利用を促進 

 


